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＜概要＞

1.

 

小型衛星は比較的低コスト、短期間で開発が可能なことから、近

 
年注目されている。

２．

 

パルスプラズマ推進機(PPT)は固体推進剤を使用し、構造が簡

 
素で小型軽量化が可能であることから、小型衛星への搭載に適して

 
いる。

3.

 

本研究はPPTについて、様々な小型衛星ミッションに適用できる

 
ように、幅広い推進性能を得ることを目的としている。

．4.

 

PPTは電極形状により推進性能の特徴に違いがある。

4.1

 

平行平板形状：低インパルスビットで超微細制御向き。

4.2

 

同軸形状：高インパルスビットで姿勢、軌道制御向き。

5.

 

推進機形状と投入電気エネルギを選択することで、右図のように

 
幅広い初期性能を得ることができた。

6．

 

さらに、同軸型PPTの推進剤交換機構を研究し、より大きなトー

 
タルインパルス達成を目指している。

7．

 

ミッション毎に要求される推進性能に対して、柔軟に対応できる

 
ようになった。
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TMUのパルスプラズマ推進機初期性能
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